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初夏の爽やかな風が吹き抜ける季節となりました。保護者の皆様におかれまし

ては，日頃より本校の教育活動に温かいご理解とご支援を賜り，心より感謝申し

上げます。さて，学校ではいよいよ運動会の練習が本格的に始まりました。休み

時間や体育の時間になると，グラウンドからは元気な掛け声や，表現運動（ダン

ス）の軽快なリズムが聞こえてきます。

そして，今年度の運動会のテーマが児童会代表委員会

で左のように決定しました。この言葉には，練習の成果

を発揮することはもちろん，自分の役割を精一杯果たし，

仲間と力を合わせ，それぞれの持ち味を存分に出してほ

しいという願いが込められています。

また，赤組白組の組み分けも終了し，各組の団長も決まりました。駒場小学校のリーダ

ーとなるべく高学年は運動会を成功させるために，下級生

にその意気込みを伝え，チームワークの大切さや一生懸命

に取り組むことの素晴らしさを自分たちの言葉で語ってく

れることでしょう。例年，高学年は，運動会の取組を通して，真のリー

ダーへと変容し成長していきます。４月から１年生を可愛がりいろいろ

とお世話をしてきました。それだけでも，指導とまとめ役の難しさを経

験してきています。１年生とのかかわりをはじめ，児童会活動や学校の

行事，ふれあい交流，登下校等，様々な場面でリーダーシップを発揮してくれています。特に6年生は

小学校生活最後の運動会を成功させるため，自らを奮い立たせ，大きな背中を下の学年に示しながら向

き合ってほしいと願っております。この継承が連綿と続いているのが本校らしさの一つ（らしさが際立

つ学校を創る）になります。駒場小学校の子どもたちには失敗を恐れることなく，果敢にチャレンジし，

それぞれの学年の思いが織りなす素敵な運動会になることを願っています。

運動会は，単なる体力の競い合いではありません。目標に向かって努力する過程，仲間と協力して困

難を乗り越える経験こそが，子どもたちを大きく成長させてくれます。本番では，練習の成果はもちろ

ん，一生懸命に取り組むその「姿」

に，ぜひ温かな拍手を送っていただ

ければ幸いです。

当日に向けて，教職員一同，安全

と健康管理に十分に配慮しながら指

導に当たってまいります。ご家庭に

おかれましても，お子様の体調管理

や励ましの言葉など，引き続きサポ

ートをよろしくお願い申し上げま

す。

当日，晴天の下で子どもたちが輝

く姿を，皆様と共に応援できること

を楽しみにしております。

赤組
団長 中田 陽菜さん

副団長 金曽璃琉亜さん

白組
団長 目黒倫太郎さん

副団長 内藤 心結さん



第３８回全十勝体操・トランポリン競技選手権大会

兼第１８回全十勝新体操競技選手権大会

新体操 Cクラス第２位 坂本心美さん５年

新体操 Dクラス第４位 坂本音美さん２年

先日，本校に士幌町で獣医師として働いていらっしゃる遠藤恭子先生
をお招きし，６年年を対象とした特別授業を行いました。私たちの食卓に欠
かせない存在であり，地域の産業を支える「和牛」について，専門的な知
見からお話しいただきました。（昨年度は4年生（現5年生）で授業をしてい
ただきました）
授業では，和牛がどのように育てられているのかといった飼育の様子か

ら，獣医師として病気を防ぎ，健やかな成長を支える日々の仕事内容ま
で，貴重な写真や動画を交えて分かりやすく解説していただきました。子ど
もちは，大切に育てられている牛たちが，いかに多くの人の愛情と努力によ
って守られているかを知り，興味津々の様子でした。
特に印象的だったのは，遠藤先生の「牛も人間と同じで，一つひとつの大切な『いのち』である」という言葉です。

私たちが普段口にしている牛肉が，ただの「食べ物」ではなく，尊い生命のつながりの中にあることを改めて実感する
機会となりました。
授業の中で，「生まれたばかりの子牛の体重は？」「出荷までにかかる日数は？」といった質問が次々と飛び出し，

子どもたちの関心の高さが伺えました。
地域の第一線で活躍される遠藤先生との交流を通じて，子どもたちは第一次産業への理解を深めるとともに，食

への感謝，そして生命を尊重する心を学ぶことができました。

今年度は，駒場小6年学級が「北海道フロンティアキッズ育成事業」（※）の指定を受け，SDGｓの視点で十勝の
地域ならではの「和牛」に視点を置き学びを深めようとしています。令和9年度，音更町で「第13回全国和牛能力共
進会北海道大会」が開催されることもあり，和牛を題材として「フロンティアキッズ育成事業」の取組をしていくことにし
ました。そこで今回を含め，遠藤獣医さんには，合計3回，6年学級に講師としてきていただきます。

（※）「北海道フロンティアキッズ育成事業」
道内の小学高学年を対象に SDGs を活用した環境教育を実施する事業で，子どもたちが SDGs の視点
を活用しながら環境・経済・社会の関わりを学ぶことで自分のまちの環境の良さや問題点への気づき，
さらには，地域貢献への芽生えを促し，将来的に地域を牽引する持続可能な社会のリーダーとなる人材
の育成をめざしています。
●ステップ 1（学び） 5 ～ 7月頃… SDGsのゴールについて学ぶとともに，総合学習の時間を活用し，

普段何気なく通学したり遊んでいる地域の環境の良さや問題点を
改めて見つめ直します。

●ステップ 2（深め） 8～ 10月頃…講師とのワークショップにより，自分たちが学習したことを SDGs
と関連付け，SDGsについての理解をより深めてもらいます。

●ステップ 3（共有） 11～ 12月頃…成果発表会において自分たちが学んできた成果を発表することで，
環境配慮意識の向上と地球愛の育成を促していきます。

よろしくお願いいたします。

ひまわり学級の島谷教諭が体調不良による療養のた
めお休みしている期間，かつて駒場小学校（４年前ま
で）に勤めていらした川田一代先生が５月２７日（水）
より，時間講師として午前中の時間に来てくれること
となりました。現在の５年生が１年生の時まで長年に
わたり駒場小に勤めてくださっていた川田先生。駒場
小学校のことを一番よく知っている頼もしい存在です。
どうぞよろしくお願い致します。

思い出深い校舎で，時間
講師としてまた働く喜び
を感じながら，元気な子
どもたちに体力，気力と
もに奮い立たせてもらっ
ています。期間中は精一
杯努めて参りますので，
どうぞよろしくお願いい
たします。

駒場小学校のホームペ

ージをリニューアルし

ました。同時に左の QR
コードから「今週の駒

場小学校」のページを

見ることができるよう

になりました。


